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府中市史編さん　だより府中市史編さん　だより
第５号　　平成 30 年 (2018) ３月 27 日

ふちゅう温故知新④ 人見（ひとみ）
人見村
　旧人見村は人見街道に沿った集落で、現在
の若松町３・４丁目、浅間町４丁目、多磨町、
紅葉丘付近にあたります。府中市域の旧村の
多くが多摩川低地に広がっているのに対して
人見村は台地上に開けていました。
　戦国時代の古い帳面を後の時代の人が写し
た史料からは、天正年間（1580 年頃）に百
姓 19 人（戸数 16 軒）が居住し、畑を耕作
したことがわかります（河内武家文書「人見
之郷百姓前寄帳」）。明治５年（1872）の戸数
は 53 軒に増え、麦類や豆類など雑穀のほか、
蕎麦、里芋、薩摩芋、桑、繭、酒などさまざ
まな産物がありました（河内辰夫家文書「人
見村明細書上帳」）。
村名の由来
　人見という村名は、南北朝時代に武蔵七党
の猪俣党の人見氏一族がこの地に居住したと
いう伝承に由来しています。現在、浅間山の
山中には「人見四郎の墓跡」と刻まれた碑が
ありますが、現存する史料が少ないため人見
氏との関係について確実な証拠はありませ
ん。
　埼玉県日高市の町田家文書の史料に、観応
3・正平７年（1352）の人見原での合戦が登
場します。この合戦は足利尊氏と新田義貞の

子の義興、義宗兄弟が戦った人見原合戦（武
蔵野合戦）のことです。合戦が繰り広げられ
たと思われる場所は、現在「人見原古戦場」
として東京都の旧跡に指定されています。
　また、現在は廃寺となっている天台宗幸
福寺の観音堂にあった鰐口の銘文に、「武州
多東郡府中人見郷観音堂　天正八年卯月十八
日再建」とあるので、少なくとも天正８年
（1580）には人見という地名で呼ばれていた
のは確かでしょう。
浅間山
　人見集落の北側には現在都立浅間山公園に
なっている標高約 80 ｍの浅間山があります。
江戸時代の地誌『武蔵名勝図会』では浅間神
社のある最も高い山を浅間山と表記していま
す。同じく江戸時代に成立した『新編武蔵風
土記稿』では３つの山をそれぞれ堂山・中山・
前山と呼んでいます。他の地誌には人見山、
人見塚、大山などの呼称も見られます。
　浅間山の北側中腹には、現在も「おみたら
し」と呼ばれる湧水がみられます。人見村は
水の乏しい台地の上にありながら古くから集
落が開けたのは浅間山付近の湧水のおかげか
もしれません。
　市史編さん担当では、人見の旧家で保管さ
れていた資料調査も行っています。

空からみた人見付近
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部会長インタビュー　第４回

「市民の歴史意識を育む市史を目指して」
近・現代専門部会長・元専修大学文学部教授

新井勝紘先生
　このコーナーでは、市史編さん専門部会の
部会長の先生にインタビューをしています。
　今回は、近・現代専門部会の新井勝紘先生
から、お話を伺いました。

資料との運命的な出会いから研究の道へ
事務局：はじめに研究の世界へと進まれたきっ
かけについて教えてください。
新井：私が研究の道に進んだ原点は、東京経
済大学の色川大吉先生に指導を受けたことと、
そのもとで五日市憲法という資料に出会えた
ことです。今年は明治 150 年となりますが、
私が大学 4年の頃は明治 100 年にあたる昭和
43 年（1968）で、日本の近代の一世紀をど
う考えるかが避けられないテーマでした。そ
ういった中で、８月に色川ゼミで五日市の深
澤家の土蔵を調査することとなり、私も参加
いたしました。その時に偶然にも私が手にし
た資料の中に五日市憲法があり、それが卒業
論文のテーマとなりました。それ以来ずっと
五日市憲法は私の研究活動の中で大きな柱と
なっており、近々その集大成を新書という形
ではありますが刊行する予定です。
　大学卒業後は、市制十周年を記念してはじ
まった町田市の市史編さんの担当職員として
採用されました。それ以来、町田市では 22 年
間にわたって勤め、その間に自由民権資料館
の立ち上げにも関わりました。

視点とテーマが広がった歴博時代
事務局：その後、国立歴史民俗博物館（以下
歴博）に移られましたが、その頃のことを教
えてください。
新井：昭和 56 年（1981）に自由民権運動 100
周年のイベントがありました。その時に、多
摩地域だけに限らない全国的な自由民権研究
者のネットワークにつながることが出来たの
ですが、そこで知り合った歴博の教授から、
歴博で近代の常設展示に取り組むこととなっ
たが、担当する助教授が退任してしまったの
で、その後任にという話が飛び込んできまし

た。かなり悩んだのですが、思い切って転身
することにしました。
　歴博で勤務することになって、それまで多
摩地域といった一つの狭い地域から見ていた
ところから、北海道から沖縄、さらには海外
と一気に歴史を見るための視野が広がったの
が私にとっては大きな経験でした。それにと
もなって、研究テーマも随分と幅広いものと
なりました。戦争について取り組むようになっ
たのも歴博に行ってからですね。
事務局：新井先生は昨年８月に府中市の平和
のつどいの講演で軍事郵便について講演して
いただきましたが、軍事郵便について調べ始
めたのも歴博時代とうかがっております。そ
のことについても教えてください。
新井：私の性格もあると思いますが、人があ
まり手を付けていなかったり、やっていても
まだ幅広く出来そうな分野に取り組んでみた
いというところがありますね。軍事郵便も当
初は資料としての価値はあまり認められてい
なかったわけですが、実際に読んでみると兵
士やそれに関わる人々の心のうちなどが見え
てくる貴重な資料なのだというのが分かって
きました。
　歴博で 11 年勤めた後、専修大学に近現代を
担当する教員の後任として移ることとなりま
した。専修大学の近現代の教員は一人しかい
ないので、現代に近い時代にいたるまで何で
も取り組まなければならず、歴博時代に引き
続いてさらに視野やテーマが広がりましたね。
専修大学では定年まで 14 年間勤めました。

府中にとっての近現代とは
事務局：半世紀にわたる研究活動のなかで、
新井先生の中で変化があったのがよくわかり
ました。その中で、新井先生から見た「近現
代の府中」はどういう特徴やイメージがあり
ますか。
新井：府中に限らず多摩という地域の近現代
には共通しているところが多いですね。明治
26 年（1893）までは神奈川県に所属していま
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したか。
新井：事務局と編さん委員と両方の立場を経験
できたのはとても大きいですね。これまで様々
な自治体史に関わってきておりますが、昔と今
とでは自治体史を編さんする目的がかなり変わ
りました。
　最初に私の関わった町田市史もそうですが、
かつては市の歴史についての本がないので、と
にかく作るということが大きな目的だったと思
います。しかし、今は市民にとって自分たちの
足元の歴史はどういったものなのだろうという
ところからスタートしています。今回の府中市
史でも市民の目線で、市民のための歴史を、市
民と協働して作っていくことを基本方針でう
たっていますね。近年はどの自治体史でも、市
民とともに編さんをすすめようとする姿勢が共
通しており、その実現に向けてよりよい方法を
模索しています。今は自治体史にとって過渡期
にあると思います。府中市史でも、市民にとっ
ての歴史という視点にたえず立ち返って進めて
いくことが大事だと思いますね。
　また、近年は人々の歴史意識といいますか、
例えば府中が育んできた歴史や文化というも
のと、実際に住んだり学んだり働いたりしてい
る人のつながりが薄くなっている時代になって
きていると思います。そういう時代に、自分た
ちの足元の歴史が、いかに今日の生活と結びつ
いているのかを理解してもらえるような市史を
目標にしていかなければと思います。市民の歴
史意識にどう働きかけ、どうつながり、場合に
よっては既に市民が抱いている意識も変えてい
く。そういったところまで到達していけば、自
治体史として理想的なものになるのではないか
と思っています。
事務局：市でも市への愛着を持ってもらうとい

したし、東京の都心とはまた違った歴史を持っ
た地域だと思います。開港した横浜から新しい
文化をいち早く取り入れたのも多摩地域の大
きな特徴です。一方で、東京府や後の東京都か
ら見れば多摩地域はどういった場所として見
られていたのかというと、府下や都下といった
ような言葉に見られるように、どこか従属的な
存在とされていました。三多摩格差という言葉
もありましたが、いかにその状況を乗り越えよ
うとしてきたのかが多摩地域の歴史を描くに
あたっては課題となります。
　また、これは多摩地域に限らず、東京都に接
する県にも関係することですが、東京の急速な
膨張にともなって、それぞれの地域のもつ役割
は変わっていっています。特に、多摩は首都・
東京に包摂されている地域ですので、きっちり
とそのあたりを把握していく必要があります。
現在の府中や多摩地域をとらえていくうえで
も、そんな時期に来ていると思いますね。例え
ば、水道や道路、ごみや環境などの問題はとて
もひとつの都市や自治体だけでは解決できな
いものとなっていますし、都市間での競争とい
うものもあります。これら様々な問題の中で、
府中はどういった立ち位置にあって、どういっ
た役割を果たしていかなければならないのか
が問われてきていると思います。そのために
は、やはり府中だけで完結するのではなく、エ
リアを超えた幅広い視点や発想が必要になっ
てくるでしょう。現代にも続く問題がどこか
ら来ているのか、解決まではいかなくてもその
きっかけにつながるような、近現代編としてい
きたいですね。
事務局：確かに近現代史は現在に直結していく
ところが多いですからね。幅広い視野が必要に
なってきます。
新井：人々のつながりという面でも、例えば大
國魂神社の講中を見ると、非常に幅広い地域
が関わっているのが分かります。どのテーマを
とっても、府中市という限られたエリアだけで
考えられるものではないということを意識し
て取り組んでいかなければなりません。

市史編さんの目的
事務局：新井先生は、これまでに多くの市史の
編さんに関わり、その期間も約半世紀近くにお
よびますが、その間にどのような変化がありま
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うことは大きな目標です。その部分に関わって
くるのではないかと思います。
新井：とにかく、積極的に読まれる市史にして
いきたいですね。そのためにも、人が登場する
歴史というのがいいですね。プライバシーの問
題もありますが、なるべく府中で生きた人々の
姿がリアルに浮かび上がってくるような市史に
なれば、自然と皆さんにも手に取ってもらえる
ようになるでしょう。

複合的な視野から市史をえがく
事務局：平成 30 年度には近現代の資料編が発
刊予定ですが、どのようなものにしていきたい
でしょうか。
新井：府中市は前回の市史が刊行されてから
継続して様々な調査が行われ、その成果が刊行
物としても積極的に発表されています。ですの
で、直近で新しく発掘された資料を生かすと同
時に、これまでに様々な資料集で紹介されてい
る史料についても取り上げることになると思い
ます。その際には、これまでの研究蓄積や分析
方法を生かして、同じ資料でもかつてとは違っ
た見え方や使い方もあるというのをアピールで
きればと考えています。府中市の外から出てき
た資料についても、府中に関わるものは積極的
に取り上げようと思います。とにかく、近現代
にいたるまで蓄積が豊富に積み重なってきてい
るのは府中市の大きな特徴です。私がこれまで
に関わってきた自治体史は、近現代に限って言
えばほとんどが一からのスタートでした。

事務局：府中市史は、近現代の資料が充実して
いる自治体として新たに市史を出す、という新
井先生にとってもはじめての経験となるという
ことですか。
新井：そうですね。府中市史においてはこれま
でに紹介されている資料の再構成という面も出
てくるでしょう。その中でこれまでと違う新た
なオリジナリティをどのように出していくかと
いうのが、今回の市史の大きな課題です。例え
ば、従来の編年式のやり方にこだわらずに、資
料を組みなおして新しい構成を見つけ出してい
くのも必要なのではないかと思います。
　また、歴史研究の世界でも、歴史学という一
つの枠組みだけではとらえきれなくなってきて
います。歴史社会学や歴史地理学、歴史民俗学
といった、いくつかの学問領域を組み合わせて、
複合的な視点から地域をみていくという方法論
が示されています。研究者レベルでは模索して
いる方やグループはたくさんいますが、自治体
史ではまだまだのところがありますので、是非
とも今回の府中市史では、学問領域を超えた方
法を模索して取り上げていきたいですね。そう
なると、当然のことながら民俗や自然といった
部会の成果とも、どうクロスしあっていくかが
問題になっていくと思います。今回の府中市史
では、新しく見いだされてきている様々な視点
や方法論と、前回の市史以来半世紀にわたって
積み上げられてきた豊富な調査の蓄積を合わせ
ることで、自治体史の可能性を広げることに繋
げていければと思っています。

市史編さんの活動記録

前号以降
継続して行っている調査等
　原始・古代　考古分野実測図面作成
　中世　　　　考古資料実測図面作成
　近世　　　　市内古文書目録作成
　近・現代　　行政文書調査
　近・現代　　記念碑調査
11 月 10 日　近世　専門部会
11 月 22 ～ 26 日　東京外国語大学連携展示
12 月２日　中世　専門部会
12 月５日　自然　専門部会
12 月 11 日　市史編さん審議会開催
12 月 16 日　第２回市史講演会・パネル展示

「史料でみる近世府中宿の歴史」

12 月 22 日　近・現代　専門部会
12 月 26 日　原始・古代　文献分野会
１月 27・29 日　自然　植生調査
２月２･６･９日　原始・古代　文献分野会
２月 22 日　自然　四谷自然樹林土壌調査
２月 23 日　近世　専門部会
２月 26 日　自然　専門部会
３月４日　中世　専門部会
３月 11 日　第３回市史講演会

「中世都市「府中」の力」
３月 14 日　近・現代　資料調査
３月 19 日　市史編集委員会開催
３月 23 日　近・現代　資料調査
３月 27 日　市史編さん審議会開催
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　江戸時代の府中を知るために、当時の人びと
が残した古文書は欠かすことができません。古
文書とは、紙に墨で書かれた日記や証文、メモ
類などのことで、歴史の「史」をあてて史料と
呼ぶこともあります。
　今回の講演では、残された史料をもとに、江
戸時代の府中宿について３名の委員からお話し
していただきました。
　馬場治子委員には、「府中宿の概要」として、
府中を通過する道や宿場の歴史についてお話
していただきました。古代は「東山道」、時代
を経て「甲州街道」というように、道とその周
辺で府中が発展してきたことがわかるお話でし
た。

　吉田ゆり子部会長には、「馬医下家（ばいし
もけ）と馬市」と題してお話していただきまし
た。
　下家は、府中本町に居住していた幕府の御家
人で、「馬医心懸（ばいこころがけ）」という役
職についていました。今回の講演では、下家が
残した史料を読み解いて、江戸末期から明治時
代の下家が屋敷地を売り渡して居住地を移して
いく様子をわかりやすく説明していただきまし
た。
さらに新たな史料の調査を進めていくことで、
下家と府中宿の人びとの関わりも明らかになる
のではないかと期待されます。

　小松愛子委員には、府中宿新宿の旧家で、名
主など村役人を担った菊池家に残る史料をもと
に「幕府巡見使と府中宿」というテーマでお話
していただきました。
　巡見使とは、江戸幕府から大名や旗本の領地
に派遣された幕府の役人のことで、領民の支配
の実態を調べるため、徳川将軍の代替わりごと
に実施されました。
　今回の講演では、府中宿を訪れた巡見使につ
いて紹介していただきました。巡見使を迎える
ため、府中宿では宿泊施設の修理、道具や布団
の準備、食材の手配などさまざまな準備に追わ
れました。その費用は府中宿とその周辺の村々
で分担して支払ったようですが、史料をみる
と府中宿の負担が増えていく様子がわかりまし
た。
　同日開催のパネル展示では「絵図でみる江戸
時代の府中宿」というタイトルで、府中宿を描
いた絵図を紹介しました。

第２回　府中市史講演会「史料でみる近世府中宿の歴史」開催報告

　昨年 12 月 16 日（土）に市民活動センタープラッツで、第２回府中市史講演会を開催しました。「史
料でみる近世府中宿の歴史」と題して近世専門部会委員による講演とパネル展示を行い、70 名を超
える市民の方にお越しいただきました。平成 28 年度に開催した第１回府中市史講演会「史料でみる
近世府中の歴史～四谷村と多摩川～」に続いて、市史編さんで進めている古文書調査の成果を報告す
る講演会の第２回目となる今回は府中宿の古文書を取り上げました。

馬場　治子委員

吉田　ゆり子部会長

小松　愛子委員
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（２）清水克行副部会長
「戦国の世を生き抜く「府中」」

　武蔵国の国府であった府中は、政治的に重
要な拠点として幾多の戦乱が繰り広げられまし
た。しかし享禄 3 年（1530）の小沢原の戦い
以降、府中をめぐる争いはなくなり、武蔵国に
おける府中の意義が低下したように考えられて
います。ところが、関係史料を収集していくと、
それ以後も府中は武蔵国を支配するために象徴
的な場所であり続けたことが判明します。それ
は六所宮（現在の大國魂神社）があったからで
す。
　そのような府中は、江戸を本拠とする遠山氏
と、滝山を本拠とする大石氏の所領の境界に位
置する、「誰のものでもない土地」でありました。
そのために一種の政治的なエアポケットとして
機能し、戦乱の際には亡命者や難民にとって格
好の避難場所となったのでした。
　さて、府中には有名な武将や戦国大名といっ
た「英雄」がいませんが、このことは実は中世
都市「府中」のもつ特徴と密接に関わると考え
られます。六所宮が鎮座する「神」の土地であり、
誰のものでもなく、避難場所となりうる「無主」
「公共」の土地であったために、強大な支配者
である「英雄」が現れなかったのでしょう。中
世都市「府中」を考える上で、「神」「無主」「公
共」が重要なキーワードとなってくると考えて
います。

（１）海老澤衷部会長
「中世都市と戦時ハザード」

　室町幕府成立直後の建武 4年（1337）、多賀
城にいた南朝方の北畠顕家（きたばたけあきい
え）は、反幕府勢力をまとめて京都への上洛作
戦を展開しました。その際、顕家は府中に五日
間逗留して態勢をととのえ、一挙に鎌倉を攻め
落とし、そのまま東海道を西に進みました。顕
家率いる大軍勢が通ったあとは「草木の一本
も無かりけり」（『太平記』）と評されるほどで、
その略奪行為の激しさはまさに人々の生存をお
びやかすハザード（＝災害）というべきもので
した。
　このような戦時ハザードに直面した人々の対
応として、美濃国大井荘（おおいのしょう・現
在の岐阜県大垣市）の事例が知られます。大井
荘の人々は、一箇所に集合して資材・食料を集
中的に管理する防衛体制を築き、さらに北畠軍
に対して金品を差し出すなど、したたかに交渉
を重ねることで壊滅的な被害を回避したのでし
た。このような戦時ハザードをたくましく生き
抜いてきた経験と記憶が、ユネスコ無形文化遺
産に登録された大垣祭の （やま）という文化
を育んだのでした。
　府中の人々も、逗留する北畠軍に対して団結
して対応したことが予想されます。そのような
中から、くらやみ祭に象徴される力強く活力あ
ふれる文化がうまれてきたと言えるかもしれま
せん。

第３回　府中市史講演会「中世都市「府中」の力」講演録

　３月 11 日（日）に市民活動センタープラッツで、第３回府中市史講演会を開催し、70 名の方の参
加がありました。中世専門部会の活動の一環として、市史編さんの意義と中世府中の魅力を市民の方
にお伝えするため、中世部会の海老澤部会長と清水副部会長にお話ししていただきました。
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ています。部会５回開催。
　また、昨年の 12 月 16 日に第２回府中市史
講演会・パネル展示「史料でみる近世府中宿の
歴史」を開催して、近世部会委員に江戸時代の
府中宿について史料を読み解きながら講演して
いただきました。講演会の詳細については、５
ページに紹介しています。

近・現代専門部会
　近・現代部会では、「資料編」の目次、内容、
掲載する史料について検討しています。現用の
行政文書や郷土の森博物館所蔵の個人家文書の
調査に取り組んでいます。また、ふるさと府中
歴史館で保管する歴史的公文書については引き
続き東京外国語大学文書館に委託して調査を実
施しています。

民俗専門部会
　市民のライフヒストリー調査の成果を報告書
にまとめました。

自然専門部会
　自然部会は、「通史編」とそれに先行して刊
行する報告書の内容、項目などについて検討し
ました。部会３回開催。
　調査では、市内の小学校に協力していただき、
百葉箱に温湿度計を設置して通年の気象観測
データの収集を行っています。その他にも、市
内の高安寺・東郷寺など寺院の境内に保存され
た植物群落の植生調査や、四谷の自然樹林のな
かの土壌堆積のようすを確認する調査などに取
り組みました。

部 会 通 信

前号以降、次の皆様にご協力をいただきました。ありがとうございました。（五十音順・敬称略）
石川裕三、市川閲子、市川千秋、市川紀子、市川仁、大熊雅弘、金井登久子、金井洋、菊池敏夫、菊
池とし子、菊地幹雄、小林尚子、鈴木邦夫、進藤礼治郎、曽根原理、長谷川達朗、森憧太郎
大國魂神社、善明寺、高安寺、光明院、東京外国語大学、東京農工大学、東郷寺、沼津市明治史料館、
府中市史談会、町田市立自由民権資料館、公益財団法人府中文化振興財団

　前号以降の、専門部会の活動について紹介し
ます。
原始・古代専門部会
　原始・古代専門部会は文献分野と考古分野の
分野会を設けて「資料編」の作成を進めていま
す。
　文献分野会は、「資料編」の編集作業を行っ
ています。古代の神話伝承や出土した遺物に書
かれた資料、文学作品などの史資料を収集して、
綱文（要約文）・読み下し文・解説を作成して
います。分野会７回開催。
　考古分野会は、府中市遺跡調査会などによる
1,700 か所以上の発掘調査の成果をもとに市内
の遺構や遺物を表現した地図を作成して、「資
料編」に掲載する予定です。また、出土した遺
物の実測図作成を進めています。

中世専門部会
　中世部会では、「資料編」の編集作業を進め
ており、中世の府中に関する文献史料の内容、
語句の説明、解説のつけ方を検討しています。
考古資料についても、出土した遺物の実測図を
作成して掲載する予定です。部会３回開催。
　また、３月 11 日に第３回府中市史講演会「中
世都市「府中」の力」を開催して、海老澤衷部
会長と清水克行副部会長に講演していただきま
した。

近世専門部会
　近世部会では、「資料編」の目次と内容につ
いて検討を進めています。前回の市史編さんの
時には見つかっていなかった史料も用いて、府
中の人びとの歴史がわかる「資料編」を目指し

考古遺物の実測図作成作業

寺院境内の植生調査の様子
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はっけん！ふちゅうのひと

　府中の歴史を扱う市史編さん担当ですが、今
回は多摩地域に視野を広げて、八王子の歴史に
関わる活動をされてきた菊地幹雄さんにお話し
をうかがいました。
　菊地さんは東京都内の高校教諭を歴任され、
現在は府中市観光ボランティアや府中市史談会
のメンバーとして活躍されています。
　菊地さんが、八王子市の高校に勤められて
いた頃、市内の八王子城の遺跡を保存する活
動に参加されました。八王子城は、戦国時代
末の天正年間に北条氏照によって築かれ、天
正 18 年（1590）に豊臣秀吉方の軍勢に攻めら
れて落城した中世の山城です。当時、八王子
城の遺跡は、開発による破壊の危機にさらさ
れており、地元の学校の先生と研究者が協力
して保存のための調査を進めていました。
　菊地さんも八王子城のある深沢山に何度も
登り、築城当時のものとみられる炭焼窯の跡
や戦闘に使われた鉄砲玉を発見しました。出
土した遺物は、より多くの人の目に触れるよ
うにと八王子市郷土資料館に移管されました
が、こうした市民の活動が実り、その後の本
格的な発掘調査や史跡整備へと発展すること
になりました。当時の調査グループには、八
王子城山会会長の小松敏盛氏、多摩考古学研
究会の椚國男（くぬぎくにお）氏、中世史研
究者の峰岸純夫氏が参加しており、山頂で交
歓する機会にも恵まれたそうです。

　菊地さんは地元の府中でも人との出会いに恵
まれたといいます。新宿（しんしゅく）の天地
米店のご主人であった小澤幸治氏に背中を押さ
れたことがきっかけとなり、府中の歴史を勉強
することにしたそうです。現在では観光ボラン
ティアや府中市史談会に参加され、歴史を知る
人との出会いを楽しみに活動されています。
　菊地さんのお父様・菊地鋭雄氏も府中の歴史
に詳しく、『府中市教育史』の編さんに関わっ
た方でしたが、生前に歴史の話を聞くことがで
きず、「今にして思えばもう少し父親に聞いて
おけば良かったと思いますね」。
　教育者、市民の視点から地域の歴史に関わり
続けてこられた菊地さん。「実際にその場所に
行けば、地元の歴史にあかるい人とのつながり
が生まれる」をモットーに、地図を片手にさま
ざまな場所を旅しているそうです。市民のくら
しや気持ちがわかるような府中市史をつくって
ほしいと期待を寄せていただいています。

第４回　菊地幹雄さん

　市史編さんでは、地域の歴史に関わるような資料の調査・収集を進めています。
　資料をお持ちで、編さんにご協力いただける方は、市史編さん担当までご連絡ください。　

古文書、書類、日記　地域の歴史を知るため、江戸時代の古文書はもちろん、明治・大正・昭和・平成に至るまでの古文書や書類、
日記を調査しています。

絵図、地図類　作成された当時の地域の様子を視覚的に知ることができる市内の絵図・地図の調査を進めています。
写真、映像　市内の景観や市民の生活は日々変化しているため、数年前の写真や映像も、過去の市内のようすを知る重要な資料
になります。市史編さんでは、市内で撮影された写真や、市内の風景や行事を記録した映像を収集しています。

新しい市史に必要な資料を調査・収集しています。


